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１日目 里帰りバスで被災地へ 

 

バスの中では、被災の経験を持った 

子供たちと、トランプやオセロをして 

             過ごしました。子供たちは慣れない 

大阪での生活で、友達もできず 

普段室内で遊ぶことが 

多いみたいでした。 

もっと、陽のあたる外で遊んで 

ほしいと思いました。 

 

２日目 仙台 石巻市の被災地を視察 

               ２日目は仙台石巻市に行きました。 

               現地ではまず、語り部さんの震災の 

実体験を聞くために『未来サポート石巻』 

という施設へ行きました。 

そこで聞いた話はとても壮絶な被災体験でした。 

そのあと、石巻市の津波で襲われた地域を視察しました。 

今は、居住禁止区域となっていて、がれきなどを 

そのまま残すことで、次世代に語りつがれることを 

知りました。多くの人に知ってもらえることは 

必要だと思いました。 

３日目 石巻市 大橋仮設住宅に訪問 

               ３日目は、石巻市にある「大橋仮設住宅団地」を訪問しました。 

               仮設住宅では、うどん作りやコサージュづくりをしました。 

               みんな、とても楽しそうに作っていました。 

うどんを寝かしている間に、学園祭で集めた収益金で 

購入した本と、英真学園で毎年作っている短歌集『時の輝き』 

の贈呈式が行われました。 

夕方からは、女川町に移動し、津波で実家を亡くした方の 

案内で視察しました。復興している様子を見て、前に 

少しずつ進んでいるんだと感じました。 

生徒会執行部は、東日本大震災復興支援活動として、宮城県 石巻市、女川町にボランティアに行ってきました。 
目的① 学園祭のバザーや３年生の模擬店で集まった収益金で、石巻市の仮設住宅に住む子供たちに絵本を購入して寄贈しました。 
目的② 震災後から５年、現地がどうなっているのかを視察しました。 
目的③ 被災地にいる人の被災体験を聞いたり、仮設住宅で生活している方々と交流しました。 
目的④ 大阪に避難してきている母子やお年寄りなどが、故郷に帰るためのバス(里帰りバス)に一緒に乗り、子どもたちと交流しました。 

 

 

４日目 いしのまきカフェ「」(かぎかっこ) 

４日目は、震災を経験した高校生が 

何かできることはないかと集まり 

プロジェクトを立ち上げ高校生自身も 

       働いているカフェに行きました。 

       このカフェの主役は、高校生。 

       かぎかっことは、『   』 

このかっこには高校生の希望や夢などが 

詰まっていて、それぞれの可能性や石巻という町を 

大切にする気持ちが秘められていると思いました。 

 

５日目 大阪に戻るバスの中で 

 

 
 
 
 
 
 
 
帰りのバスでは、トランプや 

お楽しみＢＯＸをして 

過ごしました。 

子供たちに、「久しぶりに家に帰っ

てどうだった？」と聞くと、 

「楽しかった」や「久しぶりに 

お父さんに会えてうれしかった」

と。うれしそうな子供たちの姿 

から、家族の絆に触れることが 

出来て感動しました。 

 

 

    

 

次回は、現地写真と参加した 
執行部の感想を掲載します。 

仙台 

ココ 


